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自己投資口取得及び消却に係る事項の決定に関するお知らせ 
 
 

GLP 投資法人（以下「本投資法人」といいます。）は、4 月 13 日開催の本投資法人役員会において、投資信

託及び投資法人に関する法律（以下「投信法」といいます。）第 80 条の 5 第 2 項の規定により読み替えて適用

される同法第 80 条の 2 の規定に基づき、自己投資口取得（以下「本取得」といいます。）に係る事項について

決定するとともに、投信法第 80 条第 2 項及び第 4 項の規定に基づき、取得した全ての自己の投資口の消却（以

下「本消却」といいます。）について決定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 
 
1．自己投資口の取得を行う理由 

本投資法人は、賃料増額による内部成長の加速を軸に、成長性・収益性を重視した物件取得およびポートフ

ォリオの質向上を目的とした物件売却、規律のある財務運営を組み合わせることで、巡航 DPU（1 口当たり配

当金）の持続的な成長と投資主価値の向上を目指しています。一方で、本投資法人の投資口価格は、マクロ環

境の不透明感等を背景に、1 口当たり NAV を下回る割安な水準で推移しており、資本市場の本投資法人への

評価と本投資法人が認識する成長性、運用状況及び物流不動産ファンダメンタルズに乖離があると認識してい

ます。 
このような状況下において、本投資法人は、投資口価格の水準、手元資金の状況等を総合的に勘案し、投資

主価値の最大化に資する最適なキャピタルアロケーションを実施する観点から、自己投資口の取得枠の設定お

よび消却を実施することが、中長期的な投資主価値の向上に資すると判断し、最大 130 億円の自己投資口の取

得を決定いたしました。 
本取得に充当する資金の主な原資は、本投資法人がこれまで継続的に実行してきた物件売却により創出され

た手元資金です。物件売却に伴う売却益については分配金として投資主へ還元する一方、売却により得られた

資金を、市場環境やパイプライン物件の特性を踏まえながら、自己投資口取得及び物件取得に活用することに

より、効率的な資本の活用と投資主価値の向上を両立しています。 
今後も、本投資法人が掲げている成長戦略の着実な実行を通じて、引き続き投資主価値向上に資する取り組

みを機動的に行ってまいります。 
 
2．本取得に係る事項の内容（注） 
（1）取得し得る投資口の総数 100,000 口（上限） 

（発行済投資口の総口数（自己投資口を除きます。）に対する割合 2.08％） 
（2）投資口の取得価額の総額 13,000 百万円（上限） 



 
 

 
 

（3）取得方法  証券会社との自己投資口取得に係る取引一任契約に基づく東京証券 
取引所における市場買付 

（4）取得期間   2026 年 4 月 14 日～2026 年 8 月 20 日 
 
上記の取得し得る投資口の総数の上限若しくは投資口の取得価額の総額の上限のいずれかに達した時点、ま

たは上記の取得期間が満了した時点で、本投資法人による自己投資口取得は終了する予定です。 
（注）市場動向等により、取得口数及び取得価額の総額が上限に達せず、又は取得が全く行われない場合があります。 

 
3．本消却に係る事項の内容 
（1）消却する投資口の総数   本取得により取得した自己の投資口の全口数（注） 
（2）消却予定日   2026 年 8 月 31 日 
（注）消却する自己投資口の数は、本取得の完了後、改めてお知らせいたします。 

 
【ご参考】 
2026 年 4 月 13 日時点の自己投資口の保有状況 
 
・発行済投資口の総口数  4,797,731 口 
（自己投資口を除きます。） 
・自己投資口数          0 口 
 

以 上 
 
*本投資法人のホームページアドレス ： https://www.glpjreit.com 
 

https://www.glpjreit.com/

